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【前　　文】

すべての子どもは

愛されるべき存在であり、

自らが育ち、

また健やかに育っていくためには

子どもの幸福と権利の保障は

欠くことはできません。

そのため、わたしたち(*)が

同じ思いでつながり

支えあい

子どもたちの育ちを見守っていく

そして

豊かな自然に囲まれた

安全・安心な環境の中で、

（子どもたち一人ひとりを尊重し、）

子どもの最善の利益の保障し、

自分の力で最後まで生き抜く力を育むために、

ここに、

「小金井市の保育の目指すもの・大切にしたいこと」

を定めます。

* わたしたち：保護者、保育者、地域住民、行政　など
　　（小金井市で子どもを取り巻く存在）

【小金井市の保育の目指すもの・大切にしたいこと　（基本理念）】

子どもの最善の利益を保障し、

すべての子どもが、

安全で質の高い保育を受けることによって

自ら生きていく力を身に付けること　

（のできるまち小金井の実現） を目指します。

【基本目標（スローガン）】

全ての子どもの最善の利益を第一に考えます

[子どもの育ち]

困難を乗り越え、自ら生きていく力を育みます

[保護者・保育者・園のかかわり]

保護者・保育者が同じ思いで、子どもたちの健やかな成長を支えます

[地域・環境]

地域全体で、小金井の豊な自然の中で子ども達が安心安全に生きていく

環境づくりに取り組みます

小金井市の保育の目指すもの・大切にしたいこと　叩き台

令 和 元 年 ７ 月 ３ １ 日
子 ど も 家 庭 部 保 育 課

参照キーワード群

「全ての子どもを対象」
「障害を持った子ども、外国籍の子ども、異年齢の子ども」

※出だしが「すべての子ども」であること

＝「子どもが中心」 「子ども主体」 「真ん中に子ども」

「愛される存在」

「子育て支援より子育ち支援」 「子どもの自主性を尊重」

「子どもの幸福と権利の保障」

「同じこの地域で子育てしている親御さん」
「子どもを保護者と園、市が同じ思いで育てていく」
「園と家族と地域がつながってこの街で子育てをしていく」
「足並みを揃えて子どもの最善の利益を守る」
「保育園・保護者、地域の方々が子どもを温かく見守り大
切にしていく」
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「豊かな自然で豊かな保育」 「環境を生かした保育」⑥

「子どもが安心できる環境」⑦

「一人ひとりを尊重する」⑧

「子どもの最善の利益」⑨
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⑧

「自分の力で乗り越えて最後まで生きていく力を育む」
「人生の根っことなる部分を強くしなやかにつくる」
「一人ひとりの根っこを育てる」
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